
 

平成 30 年度の活動の振り返りについて 

 

１．バス事業者インタビュー 

【目的】 

バスの利用を促す活用を事業者と共同で行うことで、事業者と利用者それぞれの活動を共有し、公

共交通促進活動の活性化を図ることを目的に実施しました。 

【実施概要】 

昨年度、相鉄バス株式会社に協力いただき、実施したバス事業者インタビュー動画にテロップや説

明資料を挿入し、バスポータルサイトに掲載しました。  

 

 

２．鉄道駅におけるバス乗換案内の充実化 

【目的】 

 在住者、来街者ともにわかりやすい案内表示があることで、より公共交通の利便性が向上すること

が期待されるため、鉄道駅におけるバス乗換案内サインの調査を行いました。 
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【概要】 

昨年度に引き続き、次の駅にてフィールドワークを実施しました。フィールドワークを実施する駅

は、駅の特性や利用者実態を踏まえて選定しました。 

実施日 フィールドワーク先 

平成 30年 12月 11日 東戸塚駅（JR）・上大岡駅（京浜急行、市営地下鉄）・関内駅（市営地下鉄） 

平成 30年 12月 14日 中山駅（JR、市営地下鉄）・二俣川駅（相模鉄道）・鶴ヶ峰駅（相模鉄道） 

事前に用意したチェックシートを元に、各駅の「ホーム上」、「改札口」、「通路」、「駅前広場・バス

ターミナル前」、「各バス乗り場・バス路線」を視察しました。 

 

３．横浜市内のバス停留所における『営業案内』標準化フォーマットの策定について 

【目的】 

 複数社のバス事業者が営業するバス停留所では、案内掲示は煩雑化し、場合によってはバス乗車に

あたって最低限必要な情報が省略されていることもあります。利用者にとって必要な案内を洗い出す

ため、調査を行いました。 

【概要】 

サンプリング調査を行い、課題を整理しました。 

 


